
【
令
和
元
年
度
（
第

回
）

40

試
験
成
果
・
情
報
発
表
会
】

令
和
元
年
度
試
験
成
果
・

情
報
発
表
会
を
津
軽
会
場
は

２
月

日
に
平
川
市
文
化
セ

18

ン
タ
ー
で
、
県
南
会
場
は
２

月

日
に
南
部
町
立
町
民
ホ

26
ー
ル
「
楽
楽
ホ
ー
ル
」
で
開

催
し
ま
し
た
。

津
軽
会
場
に
は
３
５
０

名
、
県
南
会
場
に
は
１
３
０

名
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○

津
軽
会
場

当
研
究
所
の
担
当
者
か

ら
、
「
リ
ン
ゴ
黒
星
病
の
感

染
危
険
度
の
判
定
方
法
」
や
、

「
リ
ン
ゴ
の
授
粉
及
び
果
実

肥
大
に
関
す
る
最
新
研
究
」
、

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

省
力
果
房
管
理
技
術
」
、
「
昨

年
話
題
の
い
ろ
い
ろ
な
リ
ン

ゴ
病
害
虫
に
つ
い
て
」
の
４

つ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。

ま
た
、
講
演
終
了
後
に
は
、

「
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
の
実
証

試
験
」
や
「
無
袋
果
で
長
期

貯
蔵
可
能
な
リ
ン
ゴ
品
種
と

そ
の
貯
蔵
法
」
、「
り
ん
ご
研

究
所
育
成
品
種
の
カ
ッ
ト
加

工
適
正
」
、
「
リ
ン
ゴ
芯
カ
ビ

病
」
な
ど
主
要
な
成
果
を
ポ

ス
タ
ー
展
示
す
る
と
と
も

に
、
当
研
究
所
育
成
品
種
の

「
星
の
金
貨
」
、「
千
雪
」
、「
あ

お
り

」
、「
は
つ
恋
ぐ
り
ん
」

25

の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
品
種
も
好
評
で
し
た

が
、
特
に
「
星
の
金
貨
」
の

酸
味
と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
味
や
、
「
は
つ
恋
ぐ

り
ん
」
の
甘
酸
っ
ぱ
い
味
が

人
気
で
し
た
。

○

県
南
会
場

津
軽
会
場
で
紹
介
し
た
４

つ
の
成
果
と
「
ウ
メ
変
葉
病

の
伝
染
経
路
と
防
除
法
」
に

つ
い
て
、
当
研
究
所
の
担
当

者
か
ら
発
表
し
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
『
待

望
の
青
森
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー

ト
」
』
な
ど
の
特
産
果
樹
に

関
す
る
成
果
を
担
当
職
員
ら

が
来
場
者
か
ら
の
質
問
に
応

じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
来
場
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
に
は
、
特
産
果
樹

防
除
暦
も
配
布
し
ま
し
た
。
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【
令
和
元
年
度
り
ん
ご
病
害

虫
マ
ス
タ
ー
修
了
式
】

２
月

日
に
、
青
森
県
り

25

ん
ご
協
会
講
堂
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
り
ん
ご
病
害
虫

マ
ス
タ
ー
養
成
事
業
修
了
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
は
弘
前
市
を
は
じ
め
と

し
た

市
町
村
委
託
の

名

12

36

が
１
年
間
の
研
修
を
終
え
、

新
し
く
病
害
虫
マ
ス
タ
ー
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
認
定
さ
れ
た
マ
ス

タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
ご
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

【
高
品
質
り
ん
ご
等
果
樹
生

産
に
向
け
て
活
動
開
始
！
】

○

新
春
剪
定
大
会

１
月
７
日
に
、
青
森
県
り

ん
ご
協
会
主
催
の
「
青
森
県

り
ん
ご
新
春
剪
定
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
当

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
晴
天

の
下
会
場
の
弘
前
市
石
川
の

り
ん
ご
園
に
は
約
１
３
０
０

人
（
主
催
者
発
表
）
の
生
産

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
わ
い

性
台
樹
で
は
当
所
の
福
田
典

明
栽
培
部
長
が
講
師
を
務

め
、
花
芽
の
付
き
具
合
等
を

見
極
め
な
が
ら
、
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
な
解
説
を
交
え
て

剪
定
し
ま
し
た
。

○

お
う
と
う｢

ジ
ュ
ノ
ハ

ー
ト｣

生
産
技
術
研
修
会

３
月

日
に
、
県
南
果
樹

24

部
で
お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ
ハ

ー
ト
」
普
及
促
進
研
究
会
主

催
の
第
２
回
生
産
技
術
研
修

会
を
開
催
し
、
約

名
が
参

70

加
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
「
着
果
管
理

ま
で
の
技
術
対
策
」
や
「
お

う
と
う
病
害
虫
防
除
暦
の
改

正
点
」
に
つ
い
て
、
担
当
職

員
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
圃
場
に
お
い
て
、

摘
芽
処
理
の
実
演
や
定
植
５

年
目
の
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」

若
木
の
生
育
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

【
研
究
風
景
】

○

幼
苗
選
抜

（
品
種
開
発
部
）

交
配
し
た
種
を
春
を
迎
え
る

前
の
２
月
頃
か
ら
播
種
し
、

発
芽
し
て
５
㎝
程
度
の
大
き

さ
に
な
っ
た
実
生
か
ら
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
取
り
、
幼
苗
で
の
選
抜

を
行
っ
て
い
ま
す
。

落
果
し
や
す
い
、
日
持
ち

が
い
い
、
果
皮
が
黄
色
に
な

る
、
酸
味
が
高
い
な
ど
の
形

質
に
つ
い
て
持
っ
て
い
る
遺

伝
子
が
幼
苗
の
時
点
で
分
か

る
た
め
、
良
い
形
質
を
持
つ

個
体
を
定
植
前
に
選
抜
で
き

る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

幼
苗
選
抜
を
行
い
つ
つ
、
前

年
に
幼
苗
選
抜
し
て
一
年
養

成
し
た
個
体
の
苗
木
の
作
成

や
植
え
付
け
準
備
も
行
う
の

で
、
春
先
は
作
業
が
か
な
り

忙
し
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

○

マ
メ
コ
バ
チ
の
巣
筒

の
更
新

（
病
虫
部
）

巣
筒
の
ア
シ
ガ
ヤ
を
割
っ

て
、
取
り
出
し
た
マ
メ
コ
バ

チ
の
ま
ゆ
の
選
別
作
業
の
様

子
で
す
。

穴
の
開
い
て
い
な
い
、
健

全
な
ま
ゆ
を
選
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ま
ゆ
の
中
で
冬
眠

し
て
い
る
マ
メ
コ
バ
チ
の
成

虫
が
、
春
に
リ
ン
ゴ
の
授
粉

を
し
て
く
れ
ま
す
。
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